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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡画像の各画素において、画素の特徴を示す特徴量を算出する算出部と、
　既定の初期閾値と特徴量との関係に応じて動的閾値を生成する生成部と、
　前記動的閾値を用いて全ての画素を２つの集団に分ける判定部とを備え、
　前記生成部は、１つの集団に属する画素の特徴量を用いて限界閾値を決定し、初期閾値
から限界閾値までの範囲において、一時的に定める仮閾値を所定の移動ステップで移動さ
せ、その仮閾値の近傍に含まれる特徴量を有する画素の数が最小となるかもしくは近傍画
素の密度が最も小さくなる仮閾値を動的閾値として決定し、
　前記生成部は、限界閾値と初期閾値との差を所定の値で除して得られる移動ステップご
とに仮閾値を定める電子内視鏡システム。
【請求項２】
　前記生成部は、１つの集団に属する特徴量の重心を限界閾値として決定する請求項１に
記載の電子内視鏡システム。
【請求項３】
　前記生成部は、限界閾値と初期閾値との差を所定の値で除して得られる値の半分を近傍
値として算出し、仮閾値から近傍値を減じた値から仮閾値に近傍値を加えた値までの計数
範囲に属する特徴量の数が最小となる仮閾値を動的閾値として決定する請求項１乃至２の
いずれかに記載の電子内視鏡システム。
【請求項４】
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　１つの前記画素は複数の輝度情報を有し、前記算出部は、輝度情報のうちの２つを他の
１つの輝度情報で正規化して特徴量を算出する請求項１乃至３のいずれかに記載の電子内
視鏡システム。
【請求項５】
　前記生成部は、１つの集団に属する特徴量の中央値を限界閾値として決定する請求項１
に記載の電子内視鏡システム。
【請求項６】
　前記生成部は、１つの集団に属する特徴量のうち、初期閾値との差が最も大きい値を限
界閾値として決定する請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項７】
　前記生成部は、前記移動ステップの半分を近傍値として算出し、仮閾値から近傍値を減
じた値から仮閾値に近傍値を加えた値までの計数範囲に属する特徴量の数が最小となる仮
閾値を動的閾値として決定する請求項１に記載の電子内視鏡システム。
【請求項８】
　電子内視鏡システムの動作方法であって、
　算出部が、画像の各画素において、画素の特徴を示す特徴量を算出し、
　生成部が、既定の初期閾値と特徴量との関係に応じて画素を２つの集団に仕分け、
　判定部が、仕分けられた２つの集団のうち１つの集団に属する画素の特徴量を用いて限
界閾値を決定する方法であって、
　前記生成部が、初期閾値から限界閾値までの範囲において、一時的に定める仮閾値を、
限界閾値と初期閾値との差を所定の値で除して得られる移動ステップで移動させ、その仮
閾値の近傍に含まれる特徴量を有する画素の数が最小となるかもしくは近傍画素の密度が
最も小さくなる仮閾値を動的閾値として決定し、
　前記判定部が、前記動的閾値を用いて全ての画素を２つの集団に分けることを特徴とす
る電子内視鏡システムの動作方法。
【請求項９】
　電子内視鏡システムにおいて、
　画像の各画素において、画素の特徴を示す特徴量を算出部に算出させるステップと、
　既定の初期閾値と特徴量との関係に応じて画素を２つの集団へと生成部に仕分けさせる
ステップと、
　仕分けられた２つの集団のうち１つの集団に属する画素の特徴量を用いて限界閾値を生
成部に決定させるステップと、
　初期閾値から限界閾値までの範囲において、一時的に定める仮閾値を、限界閾値と初期
閾値との差を所定の値で除して得られる移動ステップで移動させ、その仮閾値の近傍に含
まれる特徴量を有する画素の数が最小となるかもしくは近傍画素の密度が最も小さくなる
仮閾値を動的閾値として生成部に決定させるステップと、
　前記動的閾値を用いて全ての画素を２つの集団へと判定部に仕分けさせるステップとを
実行させることを特徴とするソフトウェア。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像において所定の特徴を有する部分を検出する電子内視鏡システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡システムは、被験者の体内に挿入される内視鏡スコープと被験者の体外に設
けられる内視鏡プロセッサとを備える。内視鏡スコープの遠位端部には、ライトガイド先
端部及び撮像素子が設けられる。ライトガイド先端部から、照明光が観察対象物に対して
照射され、撮像素子は、体内の観察対象物を撮像して得られた観察画像を内視鏡プロセッ
サに送信する。内視鏡プロセッサは、観察画像を画像処理した後、モニタに表示する。
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【０００３】
　撮像素子が出力した輝度信号を用いて、赤色、緑色、及び青色の輝度を示す輝度信号が
画素毎に作成される。赤色の輝度を表す輝度信号をＲ信号、緑色の輝度を表す輝度信号を
Ｇ信号、そして青色の輝度を表す輝度信号をＢ信号という。臓器の表層粘膜内にあるヘモ
グロビン量の二次元分布を画像化するため、Ｇ信号又はＢ信号をＲ信号で除した値に対し
て対数をとる（特許文献１）。術者は、これにより作成された画像を見て、臓器の表層に
おける正常部と異常部とを判別する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－３３５４５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、Ｇ信号をＲ信号で除しただけでは、Ｒ及びＧ各信号が正常部と異常部との双方
に同程度近接する場合、このＲ及びＧ各信号を有する画素が正常部と異常部のいずれに属
するか判別できないおそれがある。
【０００６】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、正常部と異常部とを正確かつ明確
に分別することが可能な電子内視鏡システムを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願第１の発明による電子内視鏡システムは、内視鏡画像の各画素において、画素の特
徴を示す特徴量を算出する算出部と、既定の初期閾値と特徴量との関係に応じて動的閾値
を生成する生成部と、動的閾値を用いて全ての画素を２つの集団に分ける判定部とを備え
、生成部は、１つの集団に属する画素の特徴量を用いて限界閾値を決定し、初期閾値から
限界閾値までの範囲において、一時的に定める仮閾値の近傍に含まれる特徴量を有する画
素の数が最小となる仮閾値を動的閾値として決定することを特徴とする。
【０００８】
　生成部は、１つの集団に属する特徴量の重心を限界閾値として決定することが好ましい
。
【０００９】
　生成部は、限界閾値と初期閾値との差を所定の値で除して得られる移動ステップごとに
仮閾値を一時的に定めることが好ましい。
【００１０】
　生成部は、限界閾値と初期閾値との差を所定の値で除して得られる値の半分を近傍値と
して算出し、仮閾値から近傍値を減じた値から仮閾値に近傍値を加えた値までの計数範囲
に属する特徴量の数が最小となる仮閾値を動的閾値として決定することが好ましい。
【００１１】
　１つの画素は複数の輝度情報を有し、算出部は、輝度情報のうちの２つを他の１つの輝
度情報で正規化して特徴量を算出することが好ましい。
【００１２】
　生成部は、１つの集団に属する特徴量の中央値を限界閾値として決定してもよい。
【００１３】
　生成部は、１つの集団に属する特徴量のうち、初期閾値との差が最も大きい値を限界閾
値として決定してもよい。
【００１４】
　生成部は、移動ステップの半分を近傍値として算出し、仮閾値から近傍値を減じた値か
ら仮閾値に近傍値を加えた値までの計数範囲に属する特徴量の数が最小となる仮閾値を動
的閾値として決定することが好ましい。
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【００１５】
　本願第２の発明による画像処理方法は、画像の各画素において、画素の特徴を示す特徴
量を算出するステップと、既定の初期閾値と特徴量との関係に応じて画素を２つの集団に
仕分けるステップと、仕分けられた２つの集団のうち１つの集団に属する画素の特徴量を
用いて限界閾値を決定するステップと、初期閾値から限界閾値までの範囲において、一時
的に定める仮閾値の近傍に含まれる特徴量を有する画素の数が最小となる仮閾値を動的閾
値として決定するステップと、動的閾値を用いて全ての画素を２つの集団に分けるステッ
プとを備えることを特徴とする。
【００１６】
　本願第３の発明によるソフトウェアは、画像の各画素において、画素の特徴を示す特徴
量を算出部に算出させるステップと、既定の初期閾値と特徴量との関係に応じて画素を２
つの集団へと生成部に仕分けさせるステップと、仕分けられた２つの集団のうち１つの集
団に属する画素の特徴量を用いて限界閾値を生成部に決定させるステップと、初期閾値か
ら限界閾値までの範囲において、一時的に定める仮閾値の近傍に含まれる特徴量を有する
画素の数が最小となる仮閾値を動的閾値として生成部に決定させるステップと、動的閾値
を用いて全ての画素を２つの集団へと判定部に仕分けさせるステップとを備えることを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、正常部と異常部とを正確かつ明確に分別することが可能な電子内視鏡
システムを得る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】電子内視鏡システムのブロック図である。
【図２】演算処理を示したフローチャートである。
【図３】撮影画像の一例を示した図である。
【図４】正規化された輝度情報を示した図である。
【図５】正規化された輝度情報をＰＣＡ処理した結果を示した図である。
【図６】動的閾値生成処理を示したフローチャートである。
【図７】動的閾値生成処理の概念をグラフ上に示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明における電子内視鏡システム１００の実施形態について添付図面を参照し
て説明する。まず、図１を用いて電子内視鏡システム１００の構成について説明する。
【００２０】
　電子内視鏡システム１００は、被験者の体内に挿入される内視鏡スコープ１１０と、被
験者の体外に設けられて画像処理を行う内視鏡プロセッサ１２０と、内視鏡プロセッサ１
２０に接続されるモニタ１４０とを主に備える。内視鏡スコープ１１０は、被写体像を撮
像して得られた輝度情報を内視鏡プロセッサ１２０に送信し、内視鏡プロセッサ１２０は
、受信した輝度情報に画像処理を施して表示画像を作成し、モニタ１４０に表示画像を表
示させる。
【００２１】
　内視鏡スコープ１１０の構成について説明する。内視鏡スコープ１１０の遠位端部には
、撮像レンズ１１１及びＣＣＤ１１２が主に設けられる。ＣＣＤ１１２は撮像レンズ１１
１を介して被写体像を受光し、赤色、青色、及び緑色の３つの光の輝度情報を出力する。
内視鏡スコープ１１０の全長に渡ってライトガイド１１３が設けられ、照明光を遠位端部
まで運ぶ。
【００２２】
　ＣＣＤ１１２の撮像面には複数の画素が設けられる。１つの画素の受光面には、赤色、
青色、又は緑色いずれか１つの波長帯の光を透過するフィルタが取り付けられる。赤色の
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フィルタが取り付けられた画素は、赤色の波長帯を有する光の輝度を輝度情報として出力
し、青色のフィルタが取り付けられた画素は青色の輝度情報、緑色のフィルタが取り付け
られた画素は緑色の輝度情報を出力する。以下、赤色の波長帯を有する光の輝度を赤色輝
度情報、青色の波長帯を有する光の輝度を青色輝度情報、そして緑色の波長帯を有する光
の輝度を緑色輝度情報と呼ぶ。ＣＣＤ１１２が出力した輝度情報は、１つの画素に対して
１つの色の輝度情報のみが存在する。ＣＣＤ１１２が出力した輝度情報は、内視鏡プロセ
ッサ１２０に送信される。
【００２３】
　内視鏡スコープ１１０は内視鏡プロセッサ１２０に接続される。内視鏡プロセッサ１２
０は、主処理部１２１と演算部１２７とから主に構成される。主処理部１２１は、内視鏡
スコープ１１０から上記輝度信号を受け取り、画像処理を行って撮影画像を作成した後、
モニタ１４０に撮影画像を出力する。演算部１２７は、主処理部１２１から撮影画像を受
信して撮影画像を正常部と異常部とに区分し、異常部に関する情報を出力する。異常部に
関する情報は、撮影画像における異常部の位置である。撮影画像における異常部は、病気
によって変化した病変部に相当する。
【００２４】
　主処理部１２１について説明する。主処理部１２１は、画像入力処理部１２３、画像メ
モリ１２４、結果表示部１２５、光源１２６、及びシステムコントローラ１２２を有する
。
【００２５】
　画像入力処理部１２３は、ＣＣＤ１１２から輝度情報を受信して、撮影画像を作成する
。撮影画像を作成する処理について説明する。前述のように、ＣＣＤ１１２が出力した輝
度情報は、１つの画素に対して１つの色の輝度情報のみが存在する。しかし、撮影画像に
おける１つの画素は、３つの色の輝度情報を必要とする。そこで、画像入力処理部１２３
は、ＣＣＤ１１２の１つの画素の周囲に存在する画素の輝度情報を用いて、ＣＣＤ１１２
の１つの画素に欠けている色の輝度情報を作成する。例えば、赤色輝度情報を有する画素
に対して、青色輝度情報及び緑色輝度情報を作成する。これにより、撮影画像における画
素は、赤色、青色、及び緑色の３つの輝度情報を有することになる。画像メモリ１２４は
、画像入力処理部１２３が作成した撮影画像を記憶する。
【００２６】
　システムコントローラ１２２は、画像メモリ１２４に記憶された撮影画像を演算部１２
７に送信する。後述するように、撮影画像に含まれる異常部の位置を演算部１２７は算出
してシステムコントローラ１２２に出力する。システムコントローラ１２２は、異常部の
位置を演算部１２７から受信し、異常部の位置を結果表示部１２５に送信する。結果表示
部１２５は、撮影画像において異常部が占める範囲に印を付けた表示画像を作成する。そ
して、モニタ１４０は、結果表示部１２５が作成した表示画像を表示する。
【００２７】
　光源１２６は、システムコントローラ１２２の信号に応じて、ライトガイド１１３に照
明光を供給する。
【００２８】
　次に、演算部１２７について説明する。演算部１２７は、画像処理部１２８、動的閾値
生成部１２９、及び病変判定部１３０を有する。画像処理部１２８は、後述する特徴量を
撮影画像に対して算出する。動的閾値生成部１２９は、撮影画像における正常部と異常部
とを区分する動的閾値を、画像処理部１２８が算出した特徴量に基づいて算出する。動的
閾値については後述する。病変判定部１３０は、動的閾値生成部１２９が算出した閾値を
用いて、撮影画像における正常部と異常部とを区分する。
【００２９】
　図２を参照して、演算部１２７が実行する演算処理について説明する。演算処理は、演
算部１２７が撮影画像を受信したときに実行される。まず、ステップＳ２１において、後
述する正規化処理及びＰＣＡ（Principal Component Analysis）処理を用いて画像処理部
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理を用いて動的閾値生成部１２９が動的閾値を生成する。ステップＳ２３では、病変判定
部１３０が撮影画像において正常部と病変部とを区分、すなわち正常部及び病変部を判定
する。最後のステップＳ２４において判定結果をシステムコントローラ１２２に出力し、
処理が終了する。
【００３０】
　次に、図１を用いて画像処理部１２８について詳細に説明する。画像処理部１２８は、
システムコントローラ１２２から撮影画像、すなわち赤色輝度情報、青色輝度情報、及び
緑色輝度情報を受信して、特徴量を算出する。特徴量は、画素の特性を表す値であって、
正規化処理及びＰＣＡ処理によって画素１つ１つに対して求められる。正規化処理及びＰ
ＣＡ処理は、画像処理部１２８によって実行される。正規化処理は、明るさの大小が画素
分離処理の結果に影響を及ぼすことを防ぐため、１つの輝度情報を用いて他の２つの輝度
情報を正規化する処理である。ＰＣＡ処理は、画像を構成する画素各々の特性を求める処
理である。画素各々の特性は、一般にＰＣＡスコアと呼ばれ、本発明では、特徴量と呼ば
れる。
【００３１】
　次に、正規化処理の詳細について図３及び図４を用いて説明する。図３は、説明のため
簡略化して表した観察画像の一例である。観察画像は、桃色の領域Ａ、朱色の領域Ｂ、及
び肌色の領域Ｃを有する。領域Ｃ、領域Ａ、領域Ｂの順で赤みが強くなる。
【００３２】
　正規化処理は、領域Ａ、領域Ｂ、及び領域Ｃに含まれる画素の輝度情報を処理する。領
域Ａ、領域Ｂ、及び領域Ｃそれぞれに含まれる画素の青色輝度情報及び緑色輝度情報を、
赤色輝度情報で各々除する。これにより、各画素の青色輝度情報及び緑色輝度情報が正規
化され、観察画像における各画素は、青色輝度情報を赤色輝度情報で除した値（以下、Ｂ
／Ｒ値とする）と、緑色輝度情報を赤色輝度情報で除した値（以下、Ｇ／Ｒ値とする）を
有することになる。正規化された青色輝度情報及び緑色輝度情報をグラフにしたものを図
４に示す。正規化することにより、画素の明るさによる影響を排して、画素分離処理する
ことが可能になる。
【００３３】
　次に、ＰＣＡ処理について図３及び図５を用いて説明する。
【００３４】
　ＰＣＡ処理を実行する前に、以下の処理が実行される。予め撮影済みの初期観察画像を
用意する。説明のため、図３に示される画像を初期観察画像とする。初期観察画像におけ
る正常部及び異常部は既知であって、初期観察画像が有する画素は正常部と異常部に予め
分類される。正常部は第１の集団、異常部は第２の集団に分類される。ここで、図３にお
ける領域Ａ及び領域Ｂを異常部とし、領域Ｃを正常部とすると、領域Ａ及び領域Ｂが第２
の集団に、領域Ｃが第１の集団に分類される。初期観察画像の各画素は、初期赤色輝度情
報、初期青色輝度情報、及び初期緑色輝度情報から成る初期輝度信号を有する。そして、
初期輝度信号を正規化処理により正規化して初期正規化信号、すなわち初期Ｂ／Ｒ値及び
初期Ｇ／Ｒ値を得る。
【００３５】
　ＰＣＡ処理では、これらの初期正規化信号に対してＰＣＡ処理を行い、ＰＣＡスコアを
算出する。ＰＣＡ処理は、主成分分析とも呼ばれ、相関関係にあるいくつかの要因を合成
（圧縮）して、いくつかの成分にし、その総合力や特性を求める処理である。
【００３６】
　まず、正常部と異常部から特定の画素を数点取得し、それらの初期正規化信号に関して
分散共分散行列を求める。いいかえると、特定の画素の初期Ｂ／Ｒ値及び初期Ｇ／Ｒ値に
対して分散共分散行列が求められる。ここで、求められた分散共分散行列が以下の行列で
あるとする。
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【数１】

【００３７】
　次に、分散共分散行列の固有値及び固有値ベクトルを求める。ここで、以下のように固
有値５．０８１７及び４．４４０６が求められる。

【数２】

　そして、以下のような固有ベクトルが求められる。
【数３】

　そして、大きい方の固有値に対応する固有ベクトルを第１主成分ベクトル、小さい方の
固有値に対応する固有ベクトルを第２主成分ベクトルとする。すなわち、第１主成分ベク
トルは(－０．５３２３, ０．８４６６)、第２主成分ベクトルは(－０．８４６６, －０
．５３２３)となる。特定の画素の正規化信号ベクトル(Ｂ／Ｒ, Ｇ／Ｒ)と第１または第
２主成分ベクトルの内積を計算することで、その画素の第１主成分ＰＣ１または第２主成
分ＰＣ２が求められる。第１主成分及び第２主成分がＰＣＡスコア、すなわち特徴量を成
す。以下、第１主成分ＰＣ１を特徴量１、第２主成分ＰＣ２を特徴量２と呼ぶ。
【００３８】
　上記のようにして求めた固有ベクトル（第１及び第２主成分ベクトル）と、領域Ａ、領
域Ｂ、及び領域Ｃに含まれる画素に関する初期Ｂ／Ｒ値及び初期Ｇ／Ｒ値からＰＣＡスコ
アを計算すると、図５に示すグラフを得る。この固有ベクトルが、実際に入力された撮影
画像の特徴量が計算される。
【００３９】
　次に、図１を用いて動的閾値生成部１２９について詳細に説明する。動的閾値生成部１
２９は、画像処理部１２８が算出した特徴量１に基づいて、正常部と異常部とを区分する
閾値を動的に算出する。この閾値を動的閾値と呼ぶ。動的閾値は、動的閾値決定処理によ
って撮影画像ごとに算出される。すなわち撮影画像ごとに変化する閾値であるため、動的
閾値と呼ばれる。
【００４０】
　次に、病変判定部１３０について詳細に説明する。病変判定部１３０は、動的閾値に基
づいて撮影画像に含まれる画素から異常部を判定する。より詳しく説明すると、動的閾値
よりも大きい特徴量１を有する画素を病変部として判定する。
【００４１】
　次に図６及び７を用いて動的閾値決定処理について説明する。この処理では、正常部と
異常部とを暫定的に分けるために用いる初期閾値が予め定められている。動的閾値決定処
理は、初期閾値によって分けられた２つの集団のうち１つの集団の重心を求め、初期閾値
から重心までの間において正常部と病変部とを最も良く分ける動的閾値を探索する処理で
ある。初期閾値から重心まで所定の移動ステップで仮の閾値を移動させ、その仮閾値の近
傍に位置する画素の数が最も少ないときに、その仮閾値を動的閾値として決定する。動的
閾値決定処理のフローチャートは図６に示される。
【００４２】
　図７を参照すると、正常部と病変部とが特徴量１及び２に応じて分布している。動的閾
値決定処理のステップＳ６１では、まず、これらを初期閾値で２つの集団に分離する。特
徴量１が初期閾値よりも大きい集団を暫定的病変部集団と呼ぶ。そして、暫定的病変部集
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団の重心を求める。重心の特徴量１が限界閾値である。
【００４３】
　次のステップＳ６２では、重心と初期閾値との差を所定の値で除して仮閾値の移動ステ
ップを算出し、そして、移動値を２で除して近傍値を算出する。所定の値は、観察対象物
、照明光の種類、経験値等に応じて定められる値であって、例えば１０が用いられる。近
傍値は仮閾値の近傍の範囲を示す値である。そして、仮閾値を初期閾値と同じ値に設定す
る。
【００４４】
　ステップＳ６３では、現在の仮閾値から移動ステップだけ移動した値を新たな仮閾値と
する。いいかえると、現在の仮閾値に移動ステップの値を加えた値を新たな仮閾値とする
。
【００４５】
　ステップＳ６４では、仮閾値から近傍値を引いた値から仮閾値に近傍値を加えた値まで
の計数範囲に存在する画素の数を数える。この数を近傍画素数と呼ぶ。計数範囲に存在す
る画素を図７に示す。
【００４６】
　ステップＳ６５では、仮閾値に移動ステップを加えた値が限界閾値よりも大きいか否か
を判断する。大きい場合、処理はステップＳ６６に進み、大きくない場合、処理はステッ
プＳ６３に戻る。ステップＳ６３からＳ６５までを繰り返すことにより、仮閾値と近傍画
素数との対応関係を複数得る。
【００４７】
　ステップＳ６６では、近傍画素数がもっとも少ない仮閾値を動的閾値として決定する。
そして、ステップＳ６７において、病変判定部１３０が、動的閾値を超える特徴量１を有
する画素を病変部と判定する。その後、処理が終了する。
【００４８】
　動的閾値生成処理は、撮影画像が演算部１２７に入力される度に実行される。すなわち
、撮影画像ごとに動的閾値を設定し、設定した動的閾値を用いて撮影画像ごとに正常部と
病変部とを判定する。これにより、時々刻々と変化する撮影条件に左右されずに正確に正
常部と病変部とを判定することができる。また、重心を限界閾値とすることにより、撮影
画像に含まれるノイズの影響を最小限に抑えながら正常部と病変部とを判定することがで
きる。
【００４９】
　本実施形態によれば、撮影条件の変化に左右されずに、正常部と異常部とを正確かつ明
確に分別することができる。
【００５０】
　なお、正規化において除数は赤色輝度情報でなくても良く、青色輝度情報又は緑色輝度
情報であってもよい。
【００５１】
　また、ＰＣＡ処理でなく、フィッシャー判別法により分類された正規化信号に対してＮ
Ｎ法又はベイズ識別法を適用しても良い。
【００５２】
　撮像部はＣＣＤ１１２に限定されず、例えばＣＭＯＳ等の撮像素子であっても良い。
【００５３】
　特徴量１の重心ではなく、１つの集団に属する特徴量１のうち初期閾値との差が最も大
きい最大特徴量、又は最大特徴量の例えば９割の値、あるいは中央値（メジアン）を限界
閾値として使用しても良い。重心と同様の効果を得る。
【００５４】
　移動ステップは、重心と初期閾値との差を１０で除した値に限定されず、近傍値は、移
動ステップを２で除した値に限定されない。
【００５５】
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　計数範囲は、仮閾値から近傍値を減じた値から仮閾値までの値、あるいは仮閾値から仮
閾値に近傍値を加えた値までの値であってもよい。
【００５６】
　動的閾値生成処理のステップＳ６６において、近傍画素の密度が最も小さい仮閾値を動
的閾値として決定してもよい。密度は、近傍画素数を近傍範囲の大きさで除して求められ
る。
【符号の説明】
【００５７】
　１００　電子内視鏡システム
　１１０　内視鏡スコープ
　１１１　撮像レンズ
　１１２　ＣＣＤ
　１１３　ライトガイド
　１２０　内視鏡プロセッサ
　１２１　主処理部
　１２２　システムコントローラ
　１２３　画像入力処理部
　１２４　画像メモリ
　１２５　結果表示部
　１２６　光源
　１２７　演算部
　１２８　画像処理部
　１２９　動的閾値生成部
　１３０　病変判定部
　１４０　モニタ
【図１】 【図２】

【図３】



(10) JP 5816459 B2 2015.11.18

【図４】

【図５】

【図６】
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